
(57)【要約】

【課題】　優れた耐久性を有し、且つ、姿勢の安定化及

びころの脱落防止を図れ、しかも重量が徒に嵩む事のな

いスラストころ軸受用保持器を低コストで実現する。

【解決手段】　内径側リム部２ａ及び外径側リム部３ａ

は、金属板の厚さ方向を軸方向に一致させ、この金属板

の厚さを利用してこの軸方向の寸法を確保したものであ

る。又、各柱部７ａは、コイニングにより、上記金属板

の厚さ寸法よりも小さな厚さ寸法で、中心軸を含む仮想

平面に関する断面形状を非直線状とされたものである。

製造時に各部に繰り返し曲げ加工を施す必要がなく、各

部の厚さが小さくなり過ぎる事を防止できる。又、所望

部分の厚さを適宜大きくできる為、耐久性の確保を図れ

る。又、コイニングにより各柱部７ａの厚さを必要とす

るだけに抑えられる為、重量が徒に嵩む事を防止できる

。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 素 材 と な る 金 属 板 に 塑 性 加 工 及 び 打 ち 抜 き 加 工 を 施 す 事 に よ り 造 ら れ て 、 内 周 縁 部 分 に
全 周 に 亙 っ て 設 け ら れ た 円 環 状 の 内 径 側 リ ム 部 と 、 外 周 縁 部 分 に 全 周 に 亙 っ て 設 け ら れ た
円 環 状 の 外 径 側 リ ム 部 と 、 そ れ ぞ れ の 両 端 部 を こ の 外 径 側 リ ム 部 の 内 周 面 と 上 記 内 径 側 リ
ム 部 の 外 周 面 と に 連 続 さ せ た 状 態 で 、 円 周 方 向 に 関 し て 間 欠 的 に 、 放 射 方 向 に 配 置 さ れ た
複 数 本 の 柱 部 と を 備 え 、 こ れ ら 各 柱 部 の 円 周 方 向 両 側 縁 と 、 上 記 内 径 側 リ ム 部 の 外 周 面 と
、 上 記 外 径 側 リ ム 部 の 内 周 面 と に よ り 四 周 を 囲 ま れ る 複 数 の 部 分 を 、 そ れ ぞ れ こ ろ を 転 動
自 在 に 保 持 す る 為 の ポ ケ ッ ト と し て 成 る ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 に 於 い て 、 上 記 内 径 側
リ ム 部 及 び 外 径 側 リ ム 部 は 、 上 記 金 属 板 の 厚 さ 方 向 を そ れ ぞ れ の 軸 方 向 に 一 致 さ せ 、 こ の
金 属 板 の 厚 さ を 利 用 し て こ の 軸 方 向 の 寸 法 を 確 保 し た も の で あ り 、 上 記 各 柱 部 は 、 コ イ ニ
ン グ に よ り 、 上 記 金 属 板 の 厚 さ 寸 法 よ り も 小 さ な 厚 さ 寸 法 で 、 中 心 軸 を 含 む 仮 想 平 面 に 関
す る 断 面 形 状 を 非 直 線 状 と さ れ た も の で あ る 事 を 特 徴 と す る ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 各 柱 部 の 長 さ 方 向 両 端 部 が 内 径 側 リ ム 部 の 外 周 面 及 び 外 径 側 リ ム 部 の 内 周 面 に 、 こ れ ら
両 リ ム 部 の 軸 方 向 一 端 寄 り 部 分 で 連 続 す る と 共 に 、 上 記 各 柱 部 の 長 さ 方 向 中 間 部 が こ れ ら
両 リ ム 部 の 軸 方 向 他 端 寄 り 部 分 に 位 置 し て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 し た ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用
保 持 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 各 柱 部 の 長 さ 方 向 両 端 部 及 び 長 さ 方 向 中 間 部 の 円 周 方 向 両 側 縁 に 、 周 方 向 に 突 出 す る 係
合 突 部 が 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら 各 係 合 突 部 と 各 ポ ケ ッ ト 内 に 保 持 し た こ ろ の 転 動 面 と の
係 合 に 基 づ き 軸 方 向 に 関 す る 位 置 決 め を 図 ら れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た ス ラ ス ト こ ろ 軸 受
用 保 持 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 素 材 と な る 金 属 板 に 塑 性 加 工 及 び 打 ち 抜 き 加 工 を 施 す 事 に よ り 造 ら れ て 、 内 周 縁 部 分 に
全 周 に 亙 っ て 設 け ら れ た 円 環 状 の 内 径 側 リ ム 部 と 、 外 周 縁 部 分 に 全 周 に 亙 っ て 設 け ら れ た
円 環 状 の 外 径 側 リ ム 部 と 、 そ れ ぞ れ の 両 端 部 を こ の 外 径 側 リ ム 部 の 内 周 面 と 上 記 内 径 側 リ
ム 部 の 外 周 面 と に 連 続 さ せ た 状 態 で 、 円 周 方 向 に 関 し て 間 欠 的 に 、 放 射 方 向 に 配 置 さ れ た
複 数 本 の 柱 部 と を 備 え 、 こ れ ら 各 柱 部 の 円 周 方 向 両 側 縁 と 、 上 記 内 径 側 リ ム 部 の 外 周 面 と
、 上 記 外 径 側 リ ム 部 の 内 周 面 と に よ り 四 周 を 囲 ま れ る 複 数 の 部 分 を 、 そ れ ぞ れ こ ろ を 転 動
自 在 に 保 持 す る 為 の ポ ケ ッ ト と し て 成 る ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 に 於 い て 、 上 記 内 径 側
リ ム 部 及 び 外 径 側 リ ム 部 は 、 上 記 金 属 板 の 厚 さ 方 向 を そ れ ぞ れ の 軸 方 向 に 一 致 さ せ 、 こ の
金 属 板 の 厚 さ を 利 用 し て こ の 軸 方 向 の 寸 法 を 確 保 し た も の で あ り 、 上 記 各 柱 部 は 、 コ イ ニ
ン グ に よ り 、 長 さ 方 向 の 一 部 を 上 記 金 属 板 の 厚 さ 寸 法 よ り も 小 さ な 厚 さ 寸 法 と し た も の で
あ る 事 を 特 徴 と す る ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 各 柱 部 の う ち で ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 軸 方 向 に 関 す る 厚 さ 寸 法 が 大 き い 部 分 の う
ち 、 こ の 軸 方 向 に 関 す る 両 端 部 を 塑 性 変 形 さ せ る 事 に よ り 、 当 該 部 分 に 、 上 記 ス ラ ス ト こ
ろ 軸 受 用 保 持 器 の 周 方 向 に 突 出 す る 係 合 突 部 が 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら 各 係 合 突 部 と 各 ポ
ケ ッ ト 内 に 保 持 し た こ ろ の 転 動 面 と の 係 合 に 基 づ き 、 上 記 ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 軸
方 向 に 関 す る 位 置 決 め を 図 る 、 請 求 項 ４ に 記 載 し た ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 内 径 側 リ ム 部 又 は 外 径 側 リ ム 部 の 周 面 の 少 な く と も 一 部 を 、 ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器
が 隣 接 す る 部 材 に 近 接 対 向 さ せ る 事 に よ り 、 こ の ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 径 方 向 に 関
す る 位 置 決 め を 図 る 、 請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か に 記 載 し た ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 素 材 と な る 金 属 板 に 塑 性 加 工 及 び 打 ち 抜 き 加 工 を 施 す 事 に よ り 造 ら れ て 、 内 周 縁 部 分 に
全 周 に 亙 っ て 設 け ら れ た 円 環 状 の 内 径 側 リ ム 部 と 、 外 周 縁 部 分 に 全 周 に 亙 っ て 設 け ら れ た
円 環 状 の 外 径 側 リ ム 部 と 、 そ れ ぞ れ の 両 端 部 を こ の 外 径 側 リ ム 部 の 内 周 面 と 上 記 内 径 側 リ
ム 部 の 外 周 面 と に 連 続 さ せ た 状 態 で 、 円 周 方 向 に 関 し て 間 欠 的 に 、 放 射 方 向 に 配 置 さ れ た

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-57742 A 2006.3.2



複 数 本 の 柱 部 と を 備 え 、 こ れ ら 各 柱 部 の 円 周 方 向 両 側 縁 と 、 上 記 内 径 側 リ ム 部 の 外 周 面 と
、 上 記 外 径 側 リ ム 部 の 内 周 面 と に よ り 四 周 を 囲 ま れ る 複 数 の 部 分 を 、 そ れ ぞ れ こ ろ を 転 動
自 在 に 保 持 す る 為 の ポ ケ ッ ト と し て 成 る ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
上 記 金 属 板 の う ち で こ れ ら ポ ケ ッ ト と な る べ き 部 分 に 複 数 の 下 孔 を 形 成 し て か ら 、 円 周 方
向 に 隣 り 合 う 下 孔 同 士 の 間 部 分 を 上 記 金 属 板 の 厚 さ 方 向 に 押 し 潰 す コ イ ニ ン グ を 施 し て 、
こ れ ら 各 間 部 分 を 面 方 向 に 広 げ つ つ 、 造 る べ き ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 中 心 軸 を 含 む
仮 想 平 面 に 関 す る 上 記 各 間 部 分 の 断 面 形 状 を 、 完 成 後 の 各 柱 部 の 断 面 形 状 に 一 致 さ せ た 後
、 造 る べ き ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 円 周 方 向 に 関 し て 、 上 記 各 間 部 分 の 両 端 寄 り 部 分
を 除 去 し 、 こ れ ら 各 間 部 分 を 上 記 各 柱 部 と す る と 共 に 、 円 周 方 向 に 隣 り 合 う 柱 部 同 士 の 間
を 、 こ ろ を 保 持 す る 為 の ポ ケ ッ ト と す る 工 程 を 有 す る 、 ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 金 属 板 に 各 下 孔 を 形 成 す る と 共 に 、 径 方 向 に 関 し て こ れ ら 各 下 孔 の 内 側 中 心 部 分 に 位 置
決 め 孔 を 形 成 し た 後 、 各 間 部 分 に コ イ ニ ン グ を 施 す 、 請 求 項 ７ に 記 載 し た ス ラ ス ト こ ろ 軸
受 用 保 持 器 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 コ イ ニ ン グ に よ り 各 間 部 分 の 肉 厚 を 、 そ れ ぞ れ の 全 長 に 亙 っ て 小 さ く す る と 共 に 、 こ れ
ら 各 間 部 分 の 断 面 形 状 を 屈 曲 さ せ て 、 こ れ ら 各 間 部 分 の 長 さ 方 向 両 端 部 を 内 径 側 リ ム 部 の
外 周 面 及 び 外 径 側 リ ム 部 の 内 周 面 に 、 こ れ ら 両 リ ム 部 の 軸 方 向 一 端 寄 り 部 分 で 連 続 さ せ た
状 態 と す る と 共 に 、 上 記 各 間 部 分 の 長 さ 方 向 中 間 部 を 上 記 両 リ ム 部 の 軸 方 向 他 端 寄 り 部 分
に 位 置 さ せ る 、 請 求 項 ７ ～ ８ の 何 れ か に 記 載 し た ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 コ イ ニ ン グ に よ り 各 間 部 分 の 肉 厚 を 、 長 さ 方 向 の 一 部 で 金 属 板 の 厚 さ 寸 法 よ り も 小 さ く
、 残 部 で こ の 金 属 板 の 厚 さ 寸 法 の ま ま と す る 、 請 求 項 ７ ～ ８ の 何 れ か に 記 載 し た ス ラ ス ト
こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 金 属 板 の 厚 さ 寸 法 の ま ま と さ れ た 残 部 の う ち で ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 軸 方 向 に 関
す る 両 端 部 を 塑 性 変 形 さ せ る 事 に よ り 当 該 部 分 に 、 こ の ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 周 方
向 に 突 出 す る 係 合 突 部 を 設 け る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 し た ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 製 造
方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 自 動 車 用 変 速 機 、 工 作 機 械 等 、 各 種 機 械 装 置 の 回 転 支 持 部 に 組 み 込 む ス ラ
ス ト こ ろ 軸 受 を 構 成 す る 保 持 器 と そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。 具 体 的 に は 、 １ 枚 の 金 属 板 に 打
ち 抜 き 加 工 及 び 塑 性 加 工 を 施 す 事 に よ り 低 コ ス ト で 造 れ る ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 と そ
の 製 造 方 法 の 改 良 に 関 し 、 応 力 集 中 の な い 、 優 れ た 耐 久 性 を 実 現 可 能 な 構 造 と そ の 製 造 方
法 と を 実 現 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 と そ の 製 造 方 法 と し て 、 特 許 文 献 １ ～ ３ に 記 載 さ れ た 技 術 が
知 ら れ て い る 。 図 １ ３ ～ １ ５ は 、 こ の う ち の 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 、 ス ラ ス ト こ ろ 軸 受
用 の 保 持 器 １ を 示 し て い る 。 こ の 保 持 器 １ は 、 金 属 板 を 曲 げ 形 成 す る 事 に よ り 一 体 に 造 ら
れ た も の で 、 内 径 側 リ ム 部 ２ と 、 外 径 側 リ ム 部 ３ と 、 中 間 板 部 ４ と 、 複 数 の ポ ケ ッ ト ５ 、
５ と を 備 え る 。 こ の う ち の 内 径 側 リ ム 部 ２ は 、 上 記 保 持 器 １ の 内 周 縁 部 に 存 在 す る も の で
、 全 周 に 亙 っ て 連 続 す る 円 環 状 で あ る 。 又 、 上 記 外 径 側 リ ム 部 ３ は 、 上 記 保 持 器 １ の 外 周
縁 部 に 存 在 す る も の で 、 上 記 内 径 側 リ ム 部 ２ と 同 心 で 全 周 に 亙 っ て 連 続 す る 円 環 状 で あ る
。 又 、 上 記 中 間 板 部 ４ は 、 こ の 内 径 側 リ ム 部 ２ と 上 記 外 径 側 リ ム 部 ３ と の 間 に 存 在 す る も
の で 、 断 面 形 状 が 径 方 向 に 関 し て 屈 曲 し て い る 。 更 に 、 上 記 各 ポ ケ ッ ト ５ 、 ５ は 、 上 記 中
間 板 部 ４ に 円 周 方 向 に 関 し て 間 欠 的 に 、 そ れ ぞ れ 放 射 方 向 に 形 成 さ れ た も の で 、 そ れ ぞ れ
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の 内 側 に こ ろ ６ 、 ６ を 、 転 動 自 在 に 保 持 す る 。 上 記 中 間 板 部 ４ の う ち で 、 円 周 方 向 に 隣 り
合 う ポ ケ ッ ト ５ 、 ５ 同 士 の 間 部 分 は 、 柱 部 ７ 、 ７ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 又 、 上 記 中 間 板 部 ４ は 、 中 央 平 板 部 ８ と 、 外 径 側 平 板 部 ９ と 、 内 径 側 平 板 部 １ ０ と 、 内
径 側 連 続 部 １ １ と 、 外 径 側 連 続 部 １ ２ と か ら 成 る 。 こ の う ち の 中 央 平 板 部 ８ は 、 径 方 向 （
図 １ ３ ～ １ ４ の 左 右 方 向 ） 中 間 部 で 軸 方 向 一 端 （ 図 １ ４ の 上 端 ） 寄 り 部 分 に 形 成 さ れ て い
る 。 又 、 上 記 外 径 側 平 板 部 ９ は 、 上 記 外 径 側 リ ム 部 ３ の 径 方 向 内 側 （ 図 １ ３ ～ １ ４ の 右 側
） に 隣 接 す る 、 軸 方 向 他 端 （ 図 １ ４ の 下 端 ） 寄 り 部 分 に 形 成 さ れ て い る 。 又 、 上 記 内 径 側
平 板 部 １ ０ は 、 上 記 内 径 側 リ ム 部 ２ の 径 方 向 外 側 （ 図 １ ３ ～ １ ４ の 左 側 ） に 隣 接 す る 、 軸
方 向 他 端 寄 り 部 分 に 形 成 さ れ て い る 。 又 、 上 記 内 径 側 連 続 部 １ １ は 、 上 記 内 径 側 平 板 部 １
０ の 外 周 縁 と 、 上 記 中 央 平 板 部 ８ の 内 周 縁 と を 連 続 さ せ 、 上 記 外 径 側 連 続 部 １ ２ は 、 こ の
中 央 平 板 部 ８ の 外 周 縁 と 上 記 外 径 側 平 板 部 ９ の 内 周 縁 と を 連 続 さ せ る 。 こ れ ら 内 径 側 、 外
径 側 両 連 続 部 １ １ 、 １ ２ 同 士 の 間 隔 は 、 上 記 中 央 平 板 部 ８ か ら 離 れ る 程 大 き く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 の 様 に 構 成 す る 保 持 器 １ は 、 上 記 各 ポ ケ ッ ト ５ 、 ５ 内 に こ ろ ６ 、 ６ を 転 動 自 在 に 保
持 し た 状 態 で 、 軸 方 向 に 対 向 す る １ 対 の 平 面 同 士 の 間 に 挟 持 す る 。 上 記 中 間 板 部 ４ を 構 成
す る 、 上 記 中 央 、 外 径 側 、 内 径 側 各 平 板 部 ８ ～ １ ０ の う ち 、 上 記 各 柱 部 ７ 、 ７ の 円 周 方 向
両 側 縁 部 分 は 、 上 記 内 径 側 、 外 径 側 両 連 続 部 １ １ 、 １ ２ の 両 側 縁 部 分 に 比 べ て 、 上 記 各 ポ
ケ ッ ト ５ 、 ５ 内 に 向 け 少 し 突 出 す る 係 合 突 部 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ と な っ て い る 。 上 記
各 ポ ケ ッ ト ５ 、 ５ 内 に 上 記 各 こ ろ ６ を 保 持 す る 際 に は 、 上 記 各 柱 部 ７ 、 ７ を 円 周 方 向 に 弾
性 変 形 さ せ る 。 こ れ ら 各 ポ ケ ッ ト ５ 、 ５ 内 に 上 記 各 こ ろ ６ を 保 持 し た 状 態 で は 、 上 記 各 係
合 突 部 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ が こ れ ら 各 こ ろ ６ の 転 動 面 と 係 合 し て 、 こ れ ら 各 こ ろ ６ に
対 す る 、 上 記 保 持 器 １ の 軸 方 向 の 変 位 を 抑 え る 。 即 ち 、 こ の 保 持 器 １ の 軸 方 向 に 関 す る 位
置 決 め を 、 所 謂 こ ろ 案 内 に よ り 図 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 の 様 な 保 持 器 １ を 造 る 製 造 方 法 と し て 特 許 文 献 ２ に は 、 図 １ ６ の （ Ａ ） ～ （ Ｆ ） に
示 す 様 な 製 造 方 法 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 製 造 方 法 の 場 合 、 金 属
板 を 打 ち 抜 い て 成 る 、 図 １ ６ の （ Ａ ） に 示 し た 円 輪 状 の 素 材 １ ４ に 塑 性 加 工 を 施 す 事 に よ
り 、 そ れ ぞ れ が 同 図 の （ Ｂ ） ～ （ Ｆ ） に 示 す 様 な 断 面 形 状 を 有 す る 第 一 ～ 第 五 中 間 素 材 １
５ ～ １ ９ に 順 次 加 工 す る 。 そ し て 、 （ Ｆ ） に 示 し た 第 五 中 間 素 材 １ ９ に 打 ち 抜 き 加 工 を 施
し て 複 数 の ポ ケ ッ ト ５ 、 ５ （ 図 １ ３ ～ １ ５ 参 照 ） を 形 成 す る 事 に よ り 、 上 記 保 持 器 １ と し
て 完 成 す る 。 尚 、 金 属 板 を 曲 げ 加 工 し て 成 る 保 持 器 と し て は 、 図 １ ３ ～ １ ６ に 示 し た 構 造
の 他 、 図 １ ７ の （ Ａ ） （ Ｂ ） に 示 し た 様 な 構 造 の も の も 、 従 来 か ら 知 ら れ て い る 。 こ の う
ち の 図 １ ７ の （ Ａ ） に 示 し た も の は 、 図 １ ４ に 示 し た 構 造 に 対 し 、 外 径 側 リ ム 部 ３ ａ の 径
方 向 寸 法 を 小 さ く （ 金 属 板 １ 枚 の 厚 さ 分 に ） し た も の で あ る 。 又 、 図 １ ７ の （ Ｂ ） に 示 し
た も の は 、 更 に 内 径 側 リ ム 部 ２ ａ の 径 方 向 寸 法 を 小 さ く （ 金 属 板 ２ 枚 の 厚 さ 分 に ） し た も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 の 様 な 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 、 ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 の 保 持 器 と そ の 製 造 方 法 は 、
比 較 的 薄 肉 の 金 属 板 に 繰 り 返 し 曲 げ 加 工 を 施 す 為 、 曲 げ 加 工 し た 部 分 の 肉 厚 が 小 さ く な る
。 例 え ば 、 上 記 図 １ ７ の （ Ａ ） に 示 し た 構 造 で 説 明 す る と 、 同 図 に 矢 印 で 示 し た 屈 曲 部 の
厚 さ 寸 法 は 、 曲 げ 加 工 に 基 づ い て 素 材 で あ る 上 記 金 属 板 の 厚 さ 寸 法 よ り も 小 さ く な り 、 当
該 部 分 に 応 力 が 集 中 す る 事 が 避 け ら れ な い 。 薄 肉 部 分 へ の 応 力 集 中 は 、 亀 裂 等 の 損 傷 に 基
づ く 耐 久 性 低 下 の 原 因 と な る 為 、 好 ま し く な い 。 又 、 上 記 金 属 板 を 曲 げ 加 工 す る 回 数 が 多
く 、 加 工 工 程 が 多 い 為 に コ ス ト が 嵩 む 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 様 な 問 題 を 生 じ る 特 許 文 献 １ ～ ３ に 記 載 さ れ た ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 の 保 持 器 と そ の
製 造 方 法 に 関 す る 発 明 に 対 し て 、 特 許 文 献 ４ に は 、 上 記 特 許 文 献 １ ～ ３ に 記 載 さ れ た 構 造
に 比 較 し て 厚 肉 で 円 輪 状 の 金 属 板 の 径 方 向 中 間 部 を 曲 げ 加 工 し て 成 る ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用
の 保 持 器 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 様 な 特 許 文 献 ４ に 記 載 さ れ た ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 の 保 持
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器 の 場 合 、 各 ポ ケ ッ ト 内 に 各 こ ろ を 保 持 す る 構 造 が 、 内 径 側 と 外 径 側 と で 非 対 称 で あ り 、
こ れ ら 各 こ ろ を 基 準 と す る 保 持 器 の 姿 勢 が 不 安 定 に な る 可 能 性 が あ る 。 又 、 保 持 器 及 び こ
ろ を 回 転 支 持 部 に 組 み 付 け る 以 前 に 、 こ れ ら 各 こ ろ が 上 記 各 ポ ケ ッ ト か ら 脱 落 す る 可 能 性
も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ に 対 し て 特 許 文 献 ５ に は 、 上 記 特 許 文 献 ４ に 記 載 さ れ た 構 造 よ り も 更 に 厚 肉 の 金 属
板 を 、 大 き な 肉 厚 を そ の ま ま 利 用 し て 構 成 し た 保 持 器 に 関 す る 発 明 が 記 載 さ れ て い る 。 こ
の 様 な 特 許 文 献 ５ に 記 載 さ れ た 発 明 の 場 合 、 加 工 工 程 を 少 な く 抑 え 、 保 持 器 の 姿 勢 安 定 化
と ポ ケ ッ ト 内 に 保 持 し た こ ろ の 脱 落 防 止 と を 図 れ る が 、 重 量 が 嵩 む 事 が 避 け ら れ な い 。 保
持 器 の 重 量 が 嵩 ん だ 場 合 、 こ ろ 軸 受 を 組 み 込 ん だ 各 種 機 械 装 置 の 重 量 が 嵩 む だ け で な く 、
慣 性 質 量 の 増 大 に よ り 、 速 度 の 急 変 動 に 対 す る 追 従 性 が 悪 化 し 、 こ ろ の 転 動 面 と 軌 道 面 と
の 間 に 滑 り が 発 生 し 易 く な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ９ ４ ０ ３ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ １ ３ ５ ４ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ０ ６ ５ ２ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 １ １ － ３ ３ ６ ７ ５ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ８ １ ０ ４ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の 様 な 事 情 に 鑑 み て 、 優 れ た 耐 久 性 を 有 し 、 且 つ 、 姿 勢 の 安 定 化 及 び こ
ろ の 脱 落 防 止 を 図 れ 、 し か も 重 量 が 徒 に 嵩 む 事 の な い ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 を 低 コ ス
ト で 実 現 す べ く 発 明 し た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 と そ の 製 造 方 法 の 対 象 と な る ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保
持 器 は 、 前 述 し た 従 来 か ら 知 ら れ て い る ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 と 同 様 に 、 素 材 と な る
金 属 板 に 塑 性 加 工 及 び 打 ち 抜 き 加 工 を 施 す 事 に よ り 造 ら れ て い る 。 そ し て 、 内 周 縁 部 分 に
全 周 に 亙 っ て 設 け ら れ た 円 環 状 の 内 径 側 リ ム 部 と 、 外 周 縁 部 分 に 全 周 に 亙 っ て 設 け ら れ た
円 環 状 の 外 径 側 リ ム 部 と 、 そ れ ぞ れ の 両 端 部 を こ の 外 径 側 リ ム 部 の 内 周 面 と 上 記 内 径 側 リ
ム 部 の 外 周 面 と に 連 続 さ せ た 状 態 で 、 円 周 方 向 に 関 し て 間 欠 的 に 、 放 射 方 向 に 配 置 さ れ た
複 数 本 の 柱 部 と を 備 え る 。 そ し て 、 こ れ ら 各 柱 部 の 円 周 方 向 両 側 縁 と 、 上 記 内 径 側 リ ム 部
の 外 周 面 と 、 上 記 外 径 側 リ ム 部 の 内 周 面 と に よ り 四 周 を 囲 ま れ る 複 数 の 部 分 を 、 そ れ ぞ れ
こ ろ を 転 動 自 在 に 保 持 す る 為 の ポ ケ ッ ト と し て 成 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 特 に 、 請 求 項 １ に 記 載 し た ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 に 於 い て は 、 上 記 内 径 側 リ ム 部 及
び 外 径 側 リ ム 部 は 、 上 記 金 属 板 の 厚 さ 方 向 を そ れ ぞ れ の 軸 方 向 に 一 致 さ せ 、 こ の 金 属 板 の
厚 さ を 利 用 し て こ の 軸 方 向 の 寸 法 を 確 保 し た も の で あ る 。 又 、 上 記 各 柱 部 は 、 コ イ ニ ン グ
に よ り 、 上 記 金 属 板 の 厚 さ 寸 法 よ り も 小 さ な 厚 さ 寸 法 で 、 中 心 軸 を 含 む 仮 想 平 面 に 関 す る
断 面 形 状 を 非 直 線 状 と さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 又 、 請 求 項 ４ に 記 載 し た ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 も 、 上 記 内 径 側 リ ム 部 及 び 外 径 側 リ
ム 部 は 、 上 記 金 属 板 の 厚 さ 方 向 を そ れ ぞ れ の 軸 方 向 に 一 致 さ せ 、 こ の 金 属 板 の 厚 さ を 利 用
し て こ の 軸 方 向 の 寸 法 を 確 保 し た も の で あ る 。 又 、 上 記 各 柱 部 は 、 コ イ ニ ン グ に よ り 、 長
さ 方 向 の 一 部 を 上 記 金 属 板 の 厚 さ 寸 法 よ り も 小 さ な 厚 さ 寸 法 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 更 に 、 請 求 項 ７ に 記 載 し た ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 製 造 方 法 は 、 次 の 各 工 程 を 有 す
る 。 即 ち 、 上 記 金 属 板 の う ち で 上 記 各 ポ ケ ッ ト と な る べ き 部 分 に 複 数 の 下 孔 を 形 成 し て か
ら 、 円 周 方 向 に 隣 り 合 う 下 孔 同 士 の 間 部 分 を 上 記 金 属 板 の 厚 さ 方 向 に 押 し 潰 す コ イ ニ ン グ
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を 施 す 。 そ し て 、 こ れ ら 各 間 部 分 を 面 方 向 に 広 げ つ つ 、 造 る べ き ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持
器 の 中 心 軸 を 含 む 仮 想 平 面 に 関 す る 上 記 各 間 部 分 の 断 面 形 状 を 、 完 成 後 の 各 柱 部 の 断 面 形
状 に 一 致 さ せ る 。 そ の 後 、 造 る べ き ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 円 周 方 向 に 関 し て 、 上 記
各 間 部 分 の 両 端 寄 り 部 分 を 除 去 し 、 こ れ ら 各 間 部 分 を 上 記 各 柱 部 と す る と 共 に 、 円 周 方 向
に 隣 り 合 う 柱 部 同 士 の 間 を 、 こ ろ を 保 持 す る 為 の ポ ケ ッ ト と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 述 の 様 な 本 発 明 の ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 と そ の 製 造 方 法 の 場 合 に は 、 優 れ た 耐 久
性 を 有 し 、 且 つ 、 重 量 が 徒 に 嵩 む 事 の な い ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 を 低 コ ス ト で 得 ら れ
る 。 又 、 必 要 に 応 じ て 姿 勢 の 安 定 化 及 び こ ろ の 脱 落 防 止 を 図 れ る 。
　 先 ず 第 一 に 、 各 部 に 繰 り 返 し 曲 げ 加 工 を 施 す 必 要 が な く 、 各 部 の 厚 さ が 小 さ く な り 過 ぎ
る 事 を 防 止 で き る だ け で な く 、 所 望 部 分 の 厚 さ を 適 宜 大 き く で き る 。 こ の 為 、 部 分 的 な 応
力 集 中 に よ り 亀 裂 等 の 損 傷 が 発 生 す る 事 を 効 果 的 に 防 止 し て 、 耐 久 性 の 確 保 を 図 れ る 。
　 又 、 コ イ ニ ン グ に よ り 各 柱 部 の 厚 さ を 必 要 と す る だ け に 抑 え ら れ る 為 、 重 量 が 徒 に 嵩 む
事 を 防 止 で き る 。 そ し て 、 こ ろ 軸 受 を 組 み 込 ん だ 各 種 機 械 装 置 の 重 量 が 嵩 む 事 を 防 止 す る
と 共 に 、 慣 性 質 量 の 増 大 を 抑 え て 、 速 度 の 急 変 動 に 対 す る 追 従 性 を 良 好 に し 、 こ ろ の 転 動
面 と 軌 道 面 と の 間 に 滑 り が 発 生 す る 事 を 防 止 し 、 こ れ ら 各 面 に 過 大 な 摩 耗 が 発 生 す る 事 を
防 止 で き る 。
　 又 、 加 工 工 数 を 少 な く 抑 え ら れ る の で 、 低 コ ス ト で 造 れ る 。
　 更 に 、 必 要 に 応 じ て 、 各 ポ ケ ッ ト 内 に 各 こ ろ を 保 持 す る 構 造 を 、 内 径 側 と 外 径 側 と で 対
称 に で き る 為 、 こ れ ら 各 こ ろ を 基 準 と す る 保 持 器 の 姿 勢 を 安 定 さ せ る と 同 時 に 、 保 持 器 及
び こ ろ を 回 転 支 持 部 に 組 み 付 け る 以 前 に 、 上 記 各 ポ ケ ッ ト 内 か ら こ ろ が 脱 落 す る 事 を 防 止
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 し た ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 を 実 施 す る 場 合 に 、 好 ま し く は 、 請 求 項
２ に 記 載 し た 様 に 、 各 柱 部 の 長 さ 方 向 両 端 部 を 内 径 側 リ ム 部 の 外 周 面 及 び 外 径 側 リ ム 部 の
内 周 面 に 、 こ れ ら 両 リ ム 部 の 軸 方 向 一 端 寄 り 部 分 で 連 続 さ せ る と 共 に 、 上 記 各 柱 部 の 長 さ
方 向 中 間 部 を こ れ ら 両 リ ム 部 の 軸 方 向 他 端 寄 り 部 分 に 位 置 さ せ る 。
　 こ の 様 な 構 成 を 採 用 す れ ば 、 各 ポ ケ ッ ト 内 に 各 こ ろ を 保 持 す る 構 造 を 、 内 径 側 と 外 径 側
と で 対 称 に で き る 。 こ の 為 、 こ れ ら 各 こ ろ を 基 準 と す る 保 持 器 の 姿 勢 を 安 定 さ せ る 事 が で
き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 又 、 上 記 請 求 項 ２ に 記 載 し た ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 を 実 施 す る 場 合 に 、 更 に 好 ま し
く は 、 請 求 項 ３ に 記 載 し た 様 に 、 各 柱 部 の 長 さ 方 向 両 端 部 及 び 長 さ 方 向 中 間 部 の 円 周 方 向
両 側 縁 に 、 周 方 向 に 突 出 す る 係 合 突 部 を 設 け る 。 そ し て 、 こ れ ら 各 係 合 突 部 と 各 ポ ケ ッ ト
内 に 保 持 し た こ ろ の 転 動 面 と の 係 合 に 基 づ き 、 軸 方 向 に 関 す る 位 置 決 め を 図 る 。
　 こ の 様 に 構 成 す れ ば 、 上 記 各 こ ろ を 基 準 と す る 保 持 器 の 姿 勢 を 安 定 さ せ る と 同 時 に 、 保
持 器 及 び こ ろ を 回 転 支 持 部 に 組 み 付 け る 以 前 に 、 上 記 各 ポ ケ ッ ト 内 か ら こ ろ が 脱 落 す る 事
を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 又 、 請 求 項 ４ に 記 載 し た ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 を 実 施 す る 場 合 に 好 ま し く は 、 請 求
項 ５ に 記 載 し た 様 に 、 各 柱 部 の う ち で ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 軸 方 向 に 関 す る 厚 さ 寸
法 が 大 き い 部 分 の う ち 、 こ の 軸 方 向 に 関 す る 両 端 部 を 塑 性 変 形 さ せ る 事 に よ り 、 当 該 部 分
に 、 上 記 ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 周 方 向 に 突 出 す る 係 合 突 部 を 設 け る 。 そ し て 、 こ れ
ら 各 係 合 突 部 と 各 ポ ケ ッ ト 内 に 保 持 し た こ ろ の 転 動 面 と の 係 合 に 基 づ き 、 上 記 ス ラ ス ト こ
ろ 軸 受 用 保 持 器 の 軸 方 向 に 関 す る 位 置 決 め を 図 る 。
　 こ の 様 な 構 造 に よ っ て も 、 上 記 各 こ ろ を 基 準 と す る 保 持 器 の 姿 勢 を 安 定 さ せ る と 同 時 に
、 保 持 器 及 び こ ろ を 回 転 支 持 部 に 組 み 付 け る 以 前 に 、 上 記 各 ポ ケ ッ ト 内 か ら こ ろ が 脱 落 す
る 事 を 防 止 で き る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 又 、 本 発 明 の ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 を 実 施 す る 場 合 に 好 ま し く は 、 請 求 項 ６ に 記 載
し た 様 に 、 内 径 側 リ ム 部 又 は 外 径 側 リ ム 部 の 周 面 の 少 な く と も 一 部 を 、 ス ラ ス ト こ ろ 軸 受
用 保 持 器 が 隣 接 す る 部 材 に 近 接 対 向 さ せ る 事 に よ り 、 こ の ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 径
方 向 に 関 す る 位 置 決 め を 図 る 。 こ の 場 合 に 例 え ば 、 こ の ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 内 周
面 を 、 ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 の 内 径 側 に 配 置 さ れ た 軸 の 外 周 面 に 近 接 対 向 さ せ る 。 或 は 、 上 記
ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 外 周 面 を 、 こ の ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 の 外 径 側 に 配 置 さ れ た ハ ウ
ジ ン グ の 内 周 面 に 近 接 対 向 さ せ る 。
　 こ の 様 な 構 成 を 採 用 す れ ば 、 上 記 ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 の 運 転 時 に 、 上 記 ス ラ ス ト こ ろ 軸 受
用 保 持 器 が 振 れ 回 る （ 回 転 中 心 と 幾 何 中 心 と が ず れ る ） 事 を 防 止 し て 、 こ の ス ラ ス ト こ ろ
軸 受 の 運 転 状 態 を 良 好 に で き る 。 具 体 的 に は 、 保 持 器 の 振 れ 回 り に 伴 う 振 動 の 発 生 を 抑 え
る と 共 に 、 各 こ ろ の 転 動 面 と 軌 道 面 と の 転 が り 接 触 状 態 を 良 好 に 維 持 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 又 、 請 求 項 ７ に 記 載 し た ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 製 造 方 法 を 実 施 す る 場 合 に 好 ま し
く は 、 請 求 項 ８ に 記 載 し た 様 に 、 金 属 板 に 各 下 孔 を 形 成 す る と 共 に 、 径 方 向 に 関 し て こ れ
ら 各 下 孔 の 内 側 中 心 部 分 に 位 置 決 め 孔 を 形 成 し た 後 、 各 間 部 分 に コ イ ニ ン グ を 施 す 。
　 こ の 様 に 構 成 す れ ば 、 上 記 金 属 板 の 位 置 決 め を 容 易 且 つ 確 実 に 行 な っ て 、 上 記 各 間 部 分
に 精 度 良 く コ イ ニ ン グ を 施 す 事 が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 又 、 請 求 項 ７ ～ ８ に 記 載 し た ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 製 造 方 法 を 実 施 す る 場 合 に 、
例 え ば 請 求 項 ９ に 記 載 し た 様 に 、 コ イ ニ ン グ に よ り 各 間 部 分 の 肉 厚 を 、 そ れ ぞ れ の 全 長 に
亙 っ て 小 さ く す る と 共 に 、 こ れ ら 各 間 部 分 の 断 面 形 状 を 屈 曲 さ せ る 。 そ し て 、 こ れ ら 各 間
部 分 の 長 さ 方 向 両 端 部 を 内 径 側 リ ム 部 の 外 周 面 及 び 外 径 側 リ ム 部 の 内 周 面 に 、 こ れ ら 両 リ
ム 部 の 軸 方 向 一 端 寄 り 部 分 で 連 続 さ せ た 状 態 と す る 。 こ れ と 共 に 、 上 記 各 間 部 分 の 長 さ 方
向 中 間 部 を 、 上 記 両 リ ム 部 の 軸 方 向 他 端 寄 り 部 分 に 位 置 さ せ る 。
　 或 は 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 し た 様 に 、 コ イ ニ ン グ に よ り 各 間 部 分 の 肉 厚 を 、 長 さ 方 向 の 一
部 で 金 属 板 の 厚 さ 寸 法 よ り も 小 さ く 、 残 部 で こ の 金 属 板 の 厚 さ 寸 法 の ま ま と す る 。
　 こ の 様 に 構 成 す る 事 で 、 上 記 各 間 部 分 を コ イ ニ ン グ に よ り 押 し 潰 し て 成 る 各 柱 部 の 厚 さ
を 、 必 要 と す る だ け に 抑 え ら れ る 。 こ の 為 、 得 ら れ た ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 重 量 が
徒 に 嵩 む 事 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 又 、 こ の 様 な 請 求 項 １ ０ に 記 載 し た ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 製 造 方 法 を 実 施 す る 場
合 に 好 ま し く は 、 請 求 項 １ １ に 記 載 し た 様 に 、 金 属 板 の 厚 さ 寸 法 の ま ま と さ れ た 残 部 の う
ち で ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 軸 方 向 に 関 す る 両 端 部 を 塑 性 変 形 さ せ る 事 に よ り 、 当 該
部 分 に 、 こ の ス ラ ス ト こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 周 方 向 に 突 出 す る 係 合 突 部 を 設 け る 。
　 こ の 様 に 構 成 す れ ば 、 保 持 器 及 び こ ろ を 回 転 支 持 部 に 組 み 付 け る 以 前 に 、 各 ポ ケ ッ ト 内
か ら こ ろ が 脱 落 す る 事 を 防 止 で き る 構 造 を 得 ら れ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ ～ ６ は 、 請 求 項 １ ～ ３ 、 ７ ～ ９ に 対 応 す る 、 本 発 明 の 実 施 例 １ を 示 し て い る 。 先 ず
、 図 １ に よ り 、 本 実 施 例 の 保 持 器 １ ａ の 構 造 に 就 い て 説 明 す る 。
　 こ の 保 持 器 １ ａ は 、 素 材 と な る 金 属 板 ２ ０ （ 図 ２ 参 照 ） に 塑 性 加 工 及 び 打 ち 抜 き 加 工 を
施 す 事 に よ り 造 ら れ た も の で 、 互 い に 同 心 の 内 径 側 リ ム 部 ２ ａ 及 び 外 径 側 リ ム 部 ３ ａ と 、
複 数 の 柱 部 ７ ａ と を 備 え る 。 こ の う ち の 内 径 側 リ ム 部 ２ ａ は 、 円 環 状 で 、 内 周 縁 部 分 に 全
周 に 亙 っ て 設 け ら れ て い る 。 又 、 上 記 外 径 側 リ ム 部 ３ ａ は 、 円 環 状 で 、 外 周 縁 部 分 に 全 周
に 亙 っ て 設 け ら れ て い る 。 又 、 上 記 各 柱 部 ７ ａ は 、 そ れ ぞ れ の 両 端 部 を 上 記 内 径 側 リ ム 部
２ ａ の 外 周 面 と 上 記 外 径 側 リ ム 部 ３ ａ の 内 周 面 と に 連 続 さ せ た 状 態 で 、 円 周 方 向 に 関 し て
間 欠 的 に 、 放 射 方 向 に 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 上 記 各 柱 部 ７ ａ の 円 周 方 向 両 側 縁 と 、 上
記 内 径 側 リ ム 部 ２ ａ の 外 周 面 と 、 上 記 外 径 側 リ ム 部 ３ ａ の 内 周 面 と に よ り 四 周 を 囲 ま れ る
複 数 の 部 分 を 、 そ れ ぞ れ こ ろ ６ （ 図 １ ３ ～ １ ５ 参 照 ） を 転 動 自 在 に 保 持 す る 為 の ポ ケ ッ ト
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５ ａ と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 特 に 、 本 実 施 例 の 保 持 器 １ ａ の 場 合 に は 、 上 記 内 径 側 リ ム 部 ２ ａ 及 び 外 径 側 リ ム 部 ３ ａ
は 、 上 記 金 属 板 ２ ０ の 厚 さ 方 向 （ 図 ２ の 上 下 方 向 ） を 軸 方 向 （ 図 １ の 上 下 方 向 ） に 一 致 さ
せ て い る 。 そ し て 、 こ の 金 属 板 ２ ０ の 厚 さ Ｔ 2 0 （ 図 ２ 参 照 ） を 利 用 し て 、 上 記 内 径 側 リ ム
部 ２ ａ 及 び 外 径 側 リ ム 部 ３ ａ の 軸 方 向 の 寸 法 Ｔ 2 a 、 Ｔ 3 a を 確 保 し て い る 。 即 ち 、 本 実 施 例
の 場 合 に は 、 こ れ ら 両 リ ム 部 ２ ａ 、 ３ ａ の 軸 方 向 の 寸 法 Ｔ 2 a 、 Ｔ 3 a と 上 記 金 属 板 ２ ０ の 厚
さ Ｔ 2 0 と を 、 実 質 的 に 一 致 （ Ｔ 2 a ≒ Ｔ 3 a ≒ Ｔ 2 0 ） さ せ て い る 。 こ れ ら 各 寸 法 Ｔ 2 a 、 Ｔ 3 a 、
Ｔ 2 0 の 相 違 は 、 上 記 金 属 板 ２ ０ の 厚 さ 寸 法 の 不 均 一 、 或 は こ の 金 属 板 ２ ０ を 加 工 す る 際 に
生 じ る 微 小 な 塑 性 変 形 分 の み と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 又 、 上 記 各 柱 部 ７ ａ は 、 コ イ ニ ン グ に よ り 、 上 記 金 属 板 Ｔ 2 0 の 厚 さ 寸 法 よ り も 十 分 に 小
さ な 厚 さ 寸 法 Ｔ 7 a （ ≪ Ｔ 2 0 ） で 、 上 記 保 持 器 １ ａ の 中 心 軸 を 含 む 仮 想 平 面 に 関 す る 断 面 形
状 を 、 非 直 線 状 と さ れ た も の で あ る 。 本 実 施 例 の 場 合 に 上 記 各 柱 部 ７ ａ は 、 径 方 向 外 側 か
ら 順 番 に 、 外 径 側 平 板 部 ９ ａ と 、 外 径 側 連 続 部 １ ２ ａ と 、 中 央 平 板 部 ８ ａ と 、 内 径 側 連 続
部 １ １ ａ と 、 内 径 側 平 板 部 １ ０ ａ と を 直 列 に 連 続 さ せ た 、 断 面 山 形 と し て い る 。 こ の 様 な
各 柱 部 ７ ａ は 、 そ れ ぞ れ の 外 径 側 端 部 に 存 在 す る 上 記 外 径 側 平 板 部 ９ ａ の 端 部 を 上 記 外 径
側 リ ム 部 ３ ａ の 内 周 面 の 軸 方 向 一 端 部 （ 図 １ の 下 端 部 ） に 、 同 じ く 内 径 側 端 部 に 存 在 す る
上 記 内 径 側 平 板 部 １ ０ ａ の 端 部 を 上 記 内 径 側 リ ム 部 ２ ａ の 外 周 面 の 軸 方 向 一 端 部 に 、 そ れ
ぞ れ 連 続 さ せ て い る 。 こ の 状 態 で 、 上 記 各 柱 部 ７ ａ の 長 さ 方 向 中 間 部 に 存 在 す る 上 記 中 央
平 板 部 ８ ａ が 、 上 記 保 持 器 １ ａ の 軸 方 向 他 端 （ 図 １ の 上 端 ） 部 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 各 柱 部 ７ ａ の 円 周 方 向 両 側 縁 の う ち で 、 上 記 中 央 、 外 径 側 、 内 径 側 各 平 板 部 ８ ａ ～
１ ０ ａ の 円 周 方 向 両 側 縁 の 一 部 は 、 他 の 部 分 に 比 べ て 、 前 記 各 ポ ケ ッ ト ５ ａ 内 に 向 け 、 上
記 保 持 器 １ ａ の 円 周 方 向 に 関 し て 少 し 突 出 す る 係 合 突 部 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ と な っ て
い る 。 上 記 各 ポ ケ ッ ト ５ ａ 内 に 前 記 各 こ ろ ６ を 保 持 す る 際 に は 、 上 記 各 柱 部 ７ ａ を 円 周 方
向 に 弾 性 変 形 さ せ る 。 こ れ ら 各 ポ ケ ッ ト ５ ａ 内 に 上 記 各 こ ろ ６ を 保 持 し た 状 態 で は 、 上 記
各 係 合 突 部 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ が こ れ ら 各 こ ろ ６ の 転 動 面 と 係 合 し て 、 こ れ ら 各 こ ろ
６ に 対 す る 、 上 記 保 持 器 １ ａ の 軸 方 向 の 変 位 を 抑 え る 。 即 ち 、 こ の 保 持 器 １ ａ の 軸 方 向 に
関 す る 位 置 決 め を 、 所 謂 こ ろ 案 内 に よ り 図 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 上 述 の 様 な 保 持 器 １ ａ の 製 造 方 法 に 就 い て 、 図 ２ ～ ６ に よ り 説 明 す る 。 先 ず 、 図
２ に 示 す 様 に 、 素 材 と な る 金 属 板 ２ ０ を 用 意 す る 。 こ の 金 属 板 ２ ０ の 平 面 形 状 は 任 意 で あ
る が 、 こ の 金 属 板 ２ ０ の 取 り 扱 い 性 を 良 好 に す る 面 か ら 、 円 形 が 好 ま し い 。 こ の 金 属 板 ２
０ の 平 面 形 状 を 円 形 と す る 場 合 に 、 こ の 金 属 板 ２ ０ の 外 径 Ｄ 2 0 （ 図 ２ 参 照 ） は 、 完 成 後 の
保 持 器 １ ａ の 外 径 Ｄ 1 a （ 図 １ 、 ６ 参 照 ） と 同 じ か 、 こ の 保 持 器 １ ａ の 外 径 Ｄ 1 a よ り も 少 し
大 き く （ Ｄ 2 0 ≧ Ｄ 1 a ） す る 。 又 、 上 記 金 属 板 ２ ０ の 厚 さ Ｔ 2 0 は 、 前 述 し た 通 り 、 造 る べ き
保 持 器 １ ａ の 内 径 側 、 外 径 側 両 リ ム 部 ２ ａ 、 ３ ａ の 軸 方 向 の 寸 法 Ｔ 2 a 、 Ｔ 3 a に 合 わ せ る （
Ｔ 2 a ≒ Ｔ 3 a ≒ Ｔ 2 0 と す る ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 述 の 様 な 金 属 板 ２ ０ に は 、 図 ３ の （ Ａ ） （ Ｂ ） に 示 す 様 に 、 各 ポ ケ ッ ト ５ ａ （ 図 １ 、
５ 、 ６ 参 照 ） と な る べ き 部 分 に 複 数 の 下 孔 ２ １ 、 ２ １ を 形 成 す る と 共 に 、 径 方 向 に 関 し て
こ れ ら 各 下 孔 ２ １ 、 ２ １ の 内 側 中 心 部 分 に 位 置 決 め 孔 ２ ２ を 形 成 し て 、 第 一 中 間 素 材 ２ ３
と す る 。 こ れ ら 各 孔 ２ １ 、 ２ ２ は 、 何 れ も 、 プ レ ス に よ る 打 ち 抜 き 加 工 で 形 成 す る 。 こ の
う ち の 位 置 決 め 孔 ２ ２ は 、 正 方 形 等 の 非 円 形 、 或 は 円 形 の 一 部 に 切 り 欠 き を 形 成 し た 形 状
等 、 上 記 第 一 中 間 素 材 ２ ３ の 径 方 向 の 位 置 決 め 並 び に 回 転 方 向 の 位 相 を 合 わ せ ら れ る 形 状
を 選 択 す る 。 又 、 上 記 各 下 孔 ２ １ 、 ２ １ は 、 造 る べ き 上 記 各 ポ ケ ッ ト ５ ａ の 形 状 及 び 大 き
さ を 勘 案 し た 形 状 と す る 。 具 体 的 に は 、 上 記 各 下 孔 ２ １ 、 ２ １ を 矩 形 と し 、 上 記 位 置 決 め
孔 ２ ２ の 周 囲 に 放 射 状 に 配 列 す る 。 又 、 こ れ ら 各 下 孔 ２ １ 、 ２ １ の 円 周 方 向 の 幅 寸 法 Ｗ 2 1

は 、 造 る べ き 上 記 各 ポ ケ ッ ト ５ ａ の 幅 寸 法 Ｗ 5 a ｛ 図 ５ の （ Ｂ ） 参 照 ｝ と ほ ぼ 同 じ （ Ｗ 2 1 ≒
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Ｗ 5 a ） に す る 。 又 、 上 記 各 下 孔 ２ １ 、 ２ １ の 径 方 向 の 長 さ 寸 法 Ｌ 2 1 に 就 い て も 、 造 る べ き
上 記 各 ポ ケ ッ ト ５ ａ の 長 さ 寸 法 Ｌ 5 a ｛ 図 ５ の （ Ｂ ） 参 照 ｝ と ほ ぼ 同 じ （ Ｌ 2 1 ≒ Ｌ 5 a ） に す
る 。 但 し 、 こ れ ら 各 部 の 寸 法 は 、 下 記 の コ イ ニ ン グ 加 工 時 の 各 部 の 塑 性 変 形 量 に 応 じ て 、
適 宜 変 更 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 述 の 様 な 各 下 孔 ２ １ 、 ２ １ と 位 置 決 め 孔 ２ ２ と を 形 成 し た 、 上 記 第 一 中 間 素 材 ２ ３ は
、 次 い で 、 こ れ ら 各 下 孔 ２ １ 、 ２ １ 同 士 の 間 部 分 ２ ４ 、 ２ ４ に コ イ ニ ン グ を 施 し て こ れ ら
各 間 部 分 ２ ４ 、 ２ ４ を 厚 さ 方 向 に 押 し 潰 し 、 図 ４ の （ Ａ ） （ Ｂ ） に 示 す 様 な 第 二 中 間 素 材
２ ５ と す る 。 こ の 際 、 上 記 各 間 部 分 ２ ４ 、 ２ ４ の 肉 を 、 円 周 方 向 両 側 に 逃 が す 。 従 っ て 、
こ の 第 二 中 間 素 材 ２ ５ に 設 け ら れ て い る 各 下 孔 ２ １ ａ 、 ２ １ ａ の 円 周 方 向 に 関 す る 幅 Ｗ 2 1

a  は 、 上 記 第 一 中 間 素 材 ２ ３ の 下 孔 ２ １ 、 ２ １ の 円 周 方 向 に 関 す る 幅 Ｗ 2 1 よ り も 小 さ く （
Ｗ 2 1 a  ＜ Ｗ 2 1 ） な っ て い る 。 こ れ に 伴 っ て 、 上 記 第 二 中 間 素 材 ２ ５ に 設 け ら れ た 各 間 部 分
２ ４ ａ 、 ２ ４ ａ の 円 周 方 向 に 関 す る 幅 Ｗ 2 4 a  は 、 上 記 第 一 中 間 素 材 ２ ３ の 間 部 分 ２ ４ 、 ２
４ の 円 周 方 向 に 関 す る 幅 Ｗ 2 4 よ り も 大 き く （ Ｗ 2 4 a  ＞ Ｗ 2 4 ） な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 コ イ ニ ン グ は 、 造 る べ き 柱 部 ７ ａ の 厚 さ 寸 法 及 び 断 面 形 状 に 合 わ せ て 、 上 記 各 間 部
分 ２ ４ 、 ２ ４ の 厚 さ 寸 法 を 適 正 値 に す る （ 薄 肉 化 す る ） と 共 に 、 上 記 第 一 中 間 素 材 ２ ３ の
中 心 軸 を 含 む 仮 想 平 面 に 関 す る 上 記 各 間 部 分 ２ ４ 、 ２ ４ の 断 面 形 状 を 屈 曲 さ せ る 為 に 行 な
う 。 上 記 各 間 部 分 ２ ４ 、 ２ ４ に 施 す コ イ ニ ン グ は 、 総 て の 間 部 分 ２ ４ 、 ２ ４ に 関 し て 同 時
に 行 な っ て も 良 い が 、 プ レ ス 加 工 機 の 容 量 が 小 さ い 場 合 に は 、 １ 乃 至 複 数 個 の 間 部 分 ２ ４
毎 に 、 前 後 し て 行 な っ て も 良 い 。 又 、 上 記 各 間 部 分 ２ ４ 、 ２ ４ の 厚 さ 寸 法 及 び 断 面 形 状 を
所 望 の も の に す る コ イ ニ ン グ は 、 １ 工 程 で 行 な っ て も 良 い が 、 複 数 工 程 に 分 け て 行 な っ て
も 良 い 。 何 れ に し て も 、 上 記 各 間 部 分 ２ ４ 、 ２ ４ に コ イ ニ ン グ を 施 す 事 に よ り 、 こ れ ら 各
間 部 分 ２ ４ 、 ２ ４ を 面 方 向 に 広 げ つ つ 、 断 面 形 状 を 、 完 成 後 の 各 柱 部 ７ ａ の 断 面 形 状 に 一
致 さ せ た 、 新 た な 間 部 分 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ａ と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 述 の 様 な 第 二 中 間 素 材 ２ ５ に は 、 次 い で 、 上 記 各 新 た な 間 部 分 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ａ の 余 肉
部 分 を 除 去 す る 為 の 打 ち 抜 き 加 工 を 施 し て 、 図 ５ の （ Ａ ） （ Ｂ ） に 示 す 様 な 第 三 中 間 素 材
２ ６ と す る 。 即 ち 、 上 記 コ イ ニ ン グ に よ り 上 記 各 間 部 分 ２ ４ 、 ２ ４ を 押 し 潰 し 、 上 記 新 た
な 間 部 分 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ａ と す る 事 に 伴 っ て 、 上 記 第 二 中 間 素 材 ２ ５ に 設 け ら れ て い る 各 下
孔 ２ １ ａ 、 ２ １ ａ の 円 周 方 向 に 関 す る 幅 Ｗ 2 1 a  が 、 造 る べ き ポ ケ ッ ト ５ ａ の 円 周 方 向 に 関
す る 幅 寸 法 Ｗ 5 a よ り も 小 さ く （ Ｗ 2 1 a  ＜ Ｗ 5 a ） な り 、 し か も 、 そ の 小 さ く な る 程 度 は 不 安
定 と な る 。 そ こ で 、 上 記 第 二 中 間 素 材 ２ ５ に 設 け ら れ た 上 記 新 た な 間 部 分 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ａ
の う ち で 、 上 記 ポ ケ ッ ト ５ ａ と な る べ き 部 分 よ り も 円 周 方 向 に は み 出 し た 部 分 、 即 ち 、 こ
れ ら 新 た な 間 部 分 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ａ の う ち で 円 周 方 向 両 端 寄 り 部 分 を 除 去 す る 。 そ し て 、 こ
れ ら 各 間 部 分 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ａ を 上 記 各 柱 部 ７ ａ 、 ７ ａ と す る と 共 に 、 円 周 方 向 に 隣 り 合 う
柱 部 ７ ａ 、 ７ ａ 同 士 の 間 を 、 こ ろ を 保 持 す る 為 の ポ ケ ッ ト ５ ａ 、 ５ ａ と し た 、 上 記 第 三 中
間 素 材 ２ ６ と す る 。 上 記 各 間 部 分 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ａ の 円 周 方 向 両 端 寄 り 部 分 を 除 去 す る 打 ち
抜 き 加 工 も 、 こ れ ら 各 間 部 分 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ａ 毎 に 行 な っ て も 良 い が 、 総 て の 間 部 分 ２ ４ ａ
、 ２ ４ ａ に 関 し て 同 時 に 行 な っ て も 良 い 。 上 記 打 ち 抜 き 加 工 を プ レ ス 加 工 に よ り 行 な う 場
合 、 プ レ ス 装 置 に 要 求 さ れ る 容 量 は あ ま り 大 き く な い の で 、 上 記 各 ポ ケ ッ ト ５ ａ 、 ５ ａ の
寸 法 精 度 及 び ピ ッ チ 精 度 を 確 保 す る 面 か ら は 、 上 記 打 ち 抜 き 加 工 を 、 総 て の 間 部 分 ２ ４ ａ
、 ２ ４ ａ に 関 し て 同 時 に 行 な う 事 が 好 ま し い 。 尚 、 前 記 各 係 合 突 部 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３
ｃ は 、 上 記 第 二 中 間 素 材 ２ ５ を 上 記 第 三 中 間 素 材 ２ ６ と す る 工 程 で 、 上 記 各 柱 部 ７ ａ 、 ７
ａ の 円 周 方 向 両 側 縁 部 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 述 の 様 に し て 上 記 各 柱 部 ７ ａ 、 ７ ａ と 上 記 各 ポ ケ ッ ト ５ ａ 、 ５ ａ と を 形 成 し た 、 上 記
第 三 中 間 素 材 ２ ６ に は 、 続 い て 、 図 ６ に 示 す 様 に 、 内 径 側 の 余 肉 部 を 除 去 す る 為 の ピ ア ス
加 工 と 、 外 径 側 の 余 肉 部 を 除 去 す る 為 の ト リ ミ ン グ 加 工 と を 施 す 。 即 ち 、 上 記 第 三 中 間 素
材 ２ ６ の 中 心 部 に は 、 各 部 を 加 工 す る 際 の 位 置 決 め （ 径 方 向 位 置 及 び 回 転 方 向 の 割 り 出 し
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） を 図 る 為 の 位 置 決 め 孔 ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 位 置 決 め 孔 ２ ２ 及 び そ の 周 囲 部 分 は
、 上 記 各 柱 部 ７ ａ 、 ７ ａ と 上 記 各 ポ ケ ッ ト ５ ａ 、 ５ ａ と を 形 成 す る ま で は 必 要 で あ る が 、
形 成 後 に は 不 要 に な る 。 そ こ で 、 上 記 第 三 中 間 素 材 ２ ６ の 中 心 部 を ピ ア ス 加 工 に よ り 打 ち
抜 く 事 で 、 こ の 不 要 部 を 除 去 す る と 同 時 に 、 内 周 縁 部 に 内 径 側 リ ム 部 ２ ａ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 一 方 、 上 記 第 三 中 間 素 材 ２ ６ の 外 周 縁 部 に 関 し て は 、 前 述 し た 様 に 、 前 記 金 属 板 ２ ０ の
外 径 Ｄ 2 0 を 完 成 後 の 保 持 器 １ ａ の 外 径 Ｄ 1 a と 同 じ に す れ ば 、 殆 ど 余 肉 部 が 存 在 し な い 事 に
な る 。 但 し 、 前 記 コ イ ニ ン グ 加 工 に よ る 、 前 記 各 間 部 分 ２ ４ 、 ２ ４ の 塑 性 変 形 に 伴 い 、 こ
れ ら 各 間 部 分 ２ ４ 、 ２ ４ の 周 囲 部 分 が 多 少 な り と も 塑 性 変 形 す る 事 を 考 慮 し た 場 合 、 上 記
金 属 板 ２ ０ の 外 径 Ｄ 2 0 を 規 制 す る 事 に よ り 上 記 第 三 中 間 素 材 ２ ６ の 外 径 Ｄ 2 6 を 、 上 記 完 成
後 の 保 持 器 １ ａ の 外 径 Ｄ 1 a に 一 致 さ せ る 事 は 難 し い 。 そ こ で 本 実 施 例 の 場 合 に は 、 上 記 第
三 中 間 素 材 ２ ６ の 外 径 Ｄ 2 6 を 上 記 完 成 後 の 保 持 器 １ ａ の 外 径 Ｄ 1 a よ り も 少 し 大 き く （ Ｄ 2 6

＞ Ｄ 1 a ） し て 、 上 記 第 三 中 間 素 材 ２ ６ の 外 径 側 の 余 肉 部 に 関 し て も 、 ト リ ミ ン グ 加 工 に よ
り 除 去 す る 様 に し て い る 。 そ し て 、 こ の ト リ ミ ン グ 加 工 に よ り 上 記 第 三 中 間 素 材 ２ ６ の 外
径 側 の 余 肉 部 を 除 去 す る と 同 時 に 、 外 周 縁 部 に 外 径 側 リ ム 部 ３ ａ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 様 に し て 、 各 部 の 余 肉 部 を 除 去 し 、 各 部 の 寸 法 及 び 形 状 を 完 成 後 の 保 持 器 １ ａ の 寸
法 及 び 形 状 に 一 致 さ せ た 状 態 で は 、 表 面 各 部 に 、 打 ち 抜 き 加 工 に 伴 っ て 生 じ た バ リ 等 が 存
在 す る 。 又 、 上 記 各 ポ ケ ッ ト ５ ａ 、 ５ ａ の 内 面 を 始 め と し て 、 使 用 時 に 相 手 部 材 の 表 面 と
摺 接 す る 面 も 粗 い ま ま で あ る 。 そ こ で 、 図 ６ に 示 し た ピ ア ス 加 工 及 び ト リ ミ ン グ 加 工 を 経
て 得 ら れ た 第 四 中 間 素 材 ２ ７ に 、 バ レ ル 加 工 等 の 仕 上 加 工 を 施 し て 、 上 記 ば り 等 を 除 去 す
る と 共 に 、 使 用 時 に 相 手 部 材 の 表 面 と 摺 接 す る 面 を 、 油 膜 を 保 持 す る の に 好 適 な 面 と し て
、 前 述 の 図 １ に 示 す 様 な 保 持 器 １ ａ と し て 完 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 上 述 の 様 に し て 造 ら れ た こ の 保 持 器 １ ａ の 場 合 に は 、 各 部 に 繰 り 返 し 曲 げ 加 工 を 施 す 必
要 が な く 、 各 部 の 厚 さ が 小 さ く な り 過 ぎ る 事 を 防 止 で き る 。 又 、 各 部 の 厚 さ を 所 望 値 に 規
制 す る 事 が で き て 、 特 に 大 き な 力 が 加 わ り 易 い 等 の 理 由 で 他 の 部 分 に 比 べ て 強 度 が 必 要 に
な る 部 分 の 厚 さ を 適 宜 大 き く で き る 。 こ の 為 、 部 分 的 な 応 力 集 中 に よ り 亀 裂 等 の 損 傷 が 発
生 す る 事 を 効 果 的 に 防 止 し て 、 耐 久 性 の 確 保 を 図 れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 又 、 素 材 と な る 金 属 板 ２ ０ と し て 、 内 径 側 リ ム 部 ２ ａ 及 び 外 径 側 リ ム 部 ３ ａ の 軸 方 向 の
寸 法 Ｔ 2 a 、 Ｔ 3 a と 同 程 度 の Ｔ 2 0 を 有 す る も の を 使 用 す る が 、 コ イ ニ ン グ に よ り 各 柱 部 ７ ａ
、 ７ ａ の 厚 さ を 必 要 と す る だ け に 抑 え ら れ る 為 、 上 記 保 持 器 １ ａ の 重 量 が 徒 に 嵩 む 事 を 防
止 で き る 。 そ し て 、 こ の 保 持 器 １ ａ を 含 む こ ろ 軸 受 を 組 み 込 ん だ 各 種 機 械 装 置 の 重 量 が 嵩
む 事 を 防 止 す る と 共 に 、 慣 性 質 量 の 増 大 を 抑 え て 、 回 転 速 度 の 急 変 動 に 対 す る 上 記 保 持 器
１ ａ の 追 従 性 を 良 好 に し 、 こ ろ ６ の 転 動 面 と 軌 道 面 と の 間 に 滑 り が 発 生 す る 事 を 防 止 し て
、 こ れ ら 各 面 に 過 大 な 摩 耗 が 発 生 す る 事 を 防 止 で き る 。 又 、 加 工 工 数 を 少 な く 抑 え ら れ る
の で 、 低 コ ス ト で 造 れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 又 、 本 実 施 例 の 場 合 に は 、 前 記 各 ポ ケ ッ ト ５ ａ 、 ５ ａ 内 に 各 こ ろ ６ を 保 持 す る 構 造 を 、
内 径 側 と 外 径 側 と で 対 称 に し て い る 。 具 体 的 に は 、 こ れ ら 各 こ ろ ６ の 転 動 面 の 軸 方 向 両 端
部 片 側 に 係 合 突 部 １ ３ ａ 、 １ ３ ｃ を 、 軸 方 向 中 間 部 他 側 に 係 合 突 部 １ ３ ｂ を 、 そ れ ぞ れ 近
接 対 向 さ せ て 、 上 記 各 こ ろ ６ を 上 記 各 ポ ケ ッ ト ５ ａ 、 ５ ａ 内 に 保 持 し て い る 。 こ の 為 、 こ
れ ら 各 こ ろ ６ を 基 準 と す る 上 記 保 持 器 １ ａ の 姿 勢 を 安 定 さ せ る と 同 時 に 、 こ れ ら 保 持 器 １
ａ 及 び こ ろ ６ を 回 転 支 持 部 に 組 み 付 け る 以 前 に 、 上 記 各 ポ ケ ッ ト ５ ａ 、 ５ ａ 内 か ら こ れ ら
各 こ ろ ６ が 脱 落 す る 事 の 防 止 を 図 れ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ７ は 、 請 求 項 １ ～ ３ に 対 応 す る 、 本 発 明 の 実 施 例 ２ を 示 し て い る 。 本 実 施 例 の 保 持 器
１ ｂ の 場 合 に は 、 内 径 側 リ ム 部 ２ ｂ の 軸 方 向 片 側 面 に 、 コ イ ニ ン グ に よ る 凹 溝 ２ ８ を 形 成
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し て 、 こ の 内 径 側 リ ム 部 ２ ｂ の 径 方 向 に 関 す る 幅 寸 法 Ｗ 2 b を 確 保 し つ つ 、 こ の 内 径 側 リ ム
部 ２ ｂ を 含 む 、 上 記 保 持 器 １ ｂ の 軽 量 化 を 図 っ て い る 。 尚 、 上 記 凹 溝 ２ ８ の 加 工 は 、 図 ４
に 示 し た 工 程 と 同 時 若 し く は 前 後 し て （ 図 ５ の 工 程 よ り も 前 に ） 行 な う 。 又 、 上 記 凹 溝 ２
８ を 形 成 す る 為 の コ イ ニ ン グ 加 工 は 、 必 要 に 応 じ て 複 数 回 に 分 け て 行 な う 。 そ の 他 の 構 成
及 び 作 用 は 、 上 述 し た 実 施 例 １ と 同 様 で あ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ８ も 、 請 求 項 １ ～ ３ に 対 応 す る 、 本 発 明 の 実 施 例 ３ を 示 し て い る 。 本 実 施 例 の 保 持 器
１ ｃ の 場 合 に は 、 内 径 側 リ ム 部 ２ ｃ の 内 周 縁 部 に 扱 き 加 工 に よ り 延 長 壁 部 ２ ９ を 形 成 し て
、 こ の 内 径 側 リ ム 部 ２ ｃ の 軸 方 向 に 関 す る 長 さ 寸 法 Ｌ 2 c を 確 保 し て い る 。 尚 、 上 記 延 長 壁
部 ２ ９ の 加 工 は 、 図 ６ に 示 し た 工 程 の 後 、 バ レ ル 加 工 等 に よ る 仕 上 加 工 の 前 に 行 な う 。 そ
の 他 の 構 成 及 び 作 用 は 、 上 述 し た 実 施 例 １ と 同 様 で あ る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ９ は 、 請 求 項 ４ に 対 応 す る 、 本 発 明 の 実 施 例 ４ を 示 し て い る 。 本 実 施 例 の 保 持 器 １ ｄ
の 場 合 も 、 内 径 側 リ ム 部 ２ ａ 及 び 外 径 側 リ ム 部 ３ ａ は 、 金 属 板 ２ ０ （ 図 ２ 参 照 ） の 厚 さ 方
向 を 軸 方 向 に 一 致 さ せ 、 こ の 金 属 板 ２ ０ の 厚 さ を 利 用 し て こ の 軸 方 向 の 寸 法 を 確 保 し た も
の で あ る 。 特 に 、 本 実 施 例 の 場 合 に は 、 各 柱 部 ７ ｂ は 、 コ イ ニ ン グ に よ り 、 こ の 保 持 器 １
ｄ の 径 方 向 ｛ 図 ９ の （ Ａ ） の 左 右 方 向 ｝ に 関 す る 外 端 部 及 び 内 端 部 を 押 し 潰 し て 、 上 記 金
属 板 ２ ０ の 厚 さ 寸 法 よ り も 小 さ な 厚 さ 寸 法 を 有 す る 薄 肉 部 ３ ０ 、 ３ ０ と し て い る 。 本 実 施
例 の 場 合 に は 、 上 記 外 端 部 及 び 内 端 部 を 、 上 記 保 持 器 １ ｄ の 軸 方 向 一 端 側 （ 図 ９ の 下 端 側
） に 向 け て 押 し 潰 し て い る 。 こ れ に 対 し て 、 上 記 各 柱 部 ７ ｂ の 中 間 部 は 、 押 し 潰 す 事 な く
、 ほ ぼ 上 記 金 属 板 ２ ０ の 厚 さ 寸 法 の ま ま の 厚 肉 部 ３ １ 、 ３ １ と し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 又 、 上 記 保 持 器 １ ｄ の 円 周 方 向 ｛ 図 ９ の （ Ｂ ） の 左 右 方 向 ｝ に 関 し て 、 上 記 各 薄 肉 部 ３
０ 、 ３ ０ の 両 端 縁 部 に 、 こ の 円 周 方 向 に 突 出 す る 係 合 突 部 １ ３ ａ 、 １ ３ ｃ を 設 け て い る 。
こ れ ら 各 係 合 突 部 １ ３ ａ 、 １ ３ ｃ は 、 前 述 の 図 ５ に 示 し た 、 余 肉 部 分 を 除 去 す る 為 の 打 ち
抜 き 加 工 の 際 に 、 こ の 余 肉 部 分 の 一 部 を 残 す 事 に よ り 形 成 す る 。 更 に 、 上 記 厚 肉 部 ３ １ 、
３ １ の う ち で 、 上 記 保 持 器 １ ｄ の 軸 方 向 （ 図 ９ の 上 下 方 向 ） に 関 し て 上 記 各 薄 肉 部 ３ ０ 、
３ ０ と 反 対 側 の 端 部 に 、 上 記 円 周 方 向 に 突 出 す る 係 合 突 部 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｂ を 形 成 し て い る
。 こ れ ら 各 係 合 突 部 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｂ の 加 工 方 法 に 就 い て は 特 に 問 わ な い 。 例 え ば 、 上 記 厚
肉 部 ３ １ 、 ３ １ の 端 面 中 央 部 に 窪 み ３ ２ を 形 成 し た り 、 或 は こ れ ら 各 厚 肉 部 ３ １ 、 ３ １ の
端 面 周 縁 部 に 面 付 等 の 加 工 を 施 し て 、 こ れ ら 各 厚 肉 部 ３ １ 、 ３ １ の 端 面 の 円 周 方 向 両 周 縁
部 を 周 方 向 に 突 出 さ せ る 。 １ 個 の 保 持 器 １ ｄ で 、 上 記 各 係 合 突 部 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｂ を 加 工 す
る 方 法 は 統 一 す る 事 が 、 加 工 能 率 の 確 保 の 面 か ら は 好 ま し い が 、 機 能 上 は 混 在 し て い て も
差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 述 の 様 に 構 成 す る 本 実 施 例 の 保 持 器 １ ｄ の 場 合 も 、 上 記 各 係 合 突 部 １ ３ ａ ～ １ ３ ｃ と
各 ポ ケ ッ ト ５ ｂ 内 に 保 持 し た こ ろ ６ の 転 動 面 と の 係 合 に 基 づ き 、 上 記 保 持 器 １ ｄ の 軸 方 向
に 関 す る 位 置 決 め を 図 る 。 製 造 方 法 に 関 し て は 、 間 部 分 を 柱 部 に 加 工 す る 際 の コ イ ニ ン グ
の 型 の 形 状 が 異 な る 以 外 、 基 本 的 に は 、 前 述 の 実 施 例 １ の 場 合 と 同 様 で あ る か ら 、 重 複 す
る 説 明 は 省 略 す る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ ０ は 、 請 求 項 ４ 、 ５ に 対 応 す る 、 本 発 明 の 実 施 例 ５ を 示 し て い る 。 本 実 施 例 の 保 持
器 １ ｅ の 場 合 、 こ の 保 持 器 １ ｅ の 軸 方 向 （ 図 １ ０ の 上 下 方 向 ） に 関 し て 、 各 厚 肉 部 ３ １ 、
３ １ の 両 端 部 に 、 こ の 保 持 器 １ ｅ の 円 周 方 向 ｛ 図 １ ０ の （ Ｂ ） の 左 右 方 向 ｝ 突 出 す る 係 合
突 部 １ ３ ｄ 、 １ ３ ｅ を 形 成 し て い る 。 こ の 様 に 構 成 す る 本 実 施 例 の 保 持 器 １ ｅ の 場 合 に は
、 こ れ ら 各 係 合 突 部 １ ３ ｄ 、 １ ３ ｅ と 各 ポ ケ ッ ト ５ ｂ 内 に 保 持 し た こ ろ ６ の 転 動 面 の 軸 方
向 中 間 部 と の 係 合 に 基 づ き 、 上 記 保 持 器 １ ｅ の 軸 方 向 に 関 す る 位 置 決 め を 図 る 。 薄 肉 部 ３

10

20

30

40

50

(11) JP 2006-57742 A 2006.3.2



０ 、 ３ ０ に は 、 特 に 係 合 突 部 を 形 成 し て い な い 。 そ の 他 の 部 分 の 構 成 及 び 作 用 に 就 い て は
、 上 述 し た 実 施 例 ４ の 場 合 と 同 様 で あ る か ら 、 重 複 す る 説 明 は 省 略 す る 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 １ １ も 、 請 求 項 ４ 、 ５ に 対 応 す る 、 本 発 明 の 実 施 例 ６ を 示 し て い る 。 本 実 施 例 の 保 持
器 １ ｆ の 場 合 も 、 各 柱 部 ７ ｃ 、 ７ ｃ は 、 コ イ ニ ン グ に よ り 、 こ の 保 持 器 １ ｆ の 径 方 向 ｛ 図
１ １ の （ Ａ ） の 左 右 方 向 ｝ に 関 す る 外 端 部 及 び 内 端 部 を 押 し 潰 し て 、 金 属 板 ２ ０ （ 図 ２ 参
照 ） の 厚 さ 寸 法 よ り も 小 さ な 厚 さ 寸 法 を 有 す る 薄 肉 部 ３ ０ 、 ３ ０ と し て い る 。 特 に 、 本 実
施 例 の 場 合 に は 、 上 記 外 端 部 及 び 内 端 部 を 、 上 記 保 持 器 １ ｆ の 軸 方 向 中 央 部 に 向 け て 押 し
潰 し て い る 。 こ れ に 対 し て 、 上 記 各 柱 部 ７ ｃ 、 ７ ｃ の 中 間 部 は 、 押 し 潰 す 事 な く 、 ほ ぼ 上
記 金 属 板 ２ ０ の 厚 さ 寸 法 の ま ま の 厚 肉 部 ３ １ 、 ３ １ と し て い る 。 本 実 施 例 の 場 合 も 、 こ の
保 持 器 １ ｆ の 軸 方 向 （ 図 １ １ の 上 下 方 向 ） に 関 し て 、 各 厚 肉 部 ３ １ 、 ３ １ の 両 端 部 に 、 こ
の 保 持 器 １ ｆ の 円 周 方 向 ｛ 図 １ １ の （ Ｂ ） の 左 右 方 向 ｝ 突 出 す る 係 合 突 部 １ ３ ｄ 、 １ ３ ｅ
を 形 成 し て い る 。 上 記 各 柱 部 ７ ｃ 、 ７ ｃ の 形 状 が 異 な る 点 以 外 の 構 成 及 び 作 用 に 就 い て は
、 上 述 し た 実 施 例 ５ の 場 合 と 同 様 で あ る か ら 、 重 複 す る 説 明 は 省 略 す る 。
【 実 施 例 ７ 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ ２ も 、 請 求 項 ４ 、 ５ に 対 応 す る 、 本 発 明 の 実 施 例 ７ を 示 し て い る 。 本 実 施 例 の 保 持
器 １ ｇ の 場 合 に は 、 各 柱 部 ７ ｄ 、 ７ ｄ は 、 こ の 保 持 器 １ ｇ の 径 方 向 に 関 し て 内 外 両 端 部 に
厚 肉 部 ３ １ 、 ３ １ を 、 中 間 部 に 薄 肉 部 ３ ０ を 、 そ れ ぞ れ 形 成 し て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 各
各 厚 肉 部 ３ １ 、 ３ １ の 両 端 部 に 、 上 記 保 持 器 １ ｇ の 円 周 方 向 ｛ 図 １ ２ の （ Ｂ ） の 左 右 方 向
｝ に 突 出 す る 係 合 突 部 １ ３ ｄ 、 １ ３ ｅ を 形 成 し て い る 。 上 記 各 柱 部 ７ ｄ 、 ７ ｄ の 形 状 が 異
な る 点 以 外 の 構 成 及 び 作 用 に 就 い て は 、 上 述 し た 実 施 例 ６ の 場 合 と 同 様 で あ る か ら 、 重 複
す る 説 明 は 省 略 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ を 示 す 、 中 心 軸 を 含 む 仮 想 平 面 に 関 す る 保 持 器 の 部 分 断 面 図 。
【 図 ２ 】 こ の 保 持 器 を 造 る 為 の 素 材 と な る 金 属 板 の 半 部 断 面 図 。
【 図 ３ 】 こ の 金 属 板 に 打 ち 抜 き 加 工 を 施 し て 成 る 第 一 中 間 素 材 を 示 す 、 半 部 断 面 図 及 び 部
分 平 面 図 。
【 図 ４ 】 上 記 第 一 中 間 素 材 に コ イ ニ ン グ を 施 し て 成 る 第 二 中 間 素 材 を 示 す 、 半 部 断 面 図 及
び 部 分 平 面 図 。
【 図 ５ 】 上 記 第 二 中 間 素 材 に 打 ち 抜 き 加 工 を 施 し て 成 る 第 三 中 間 素 材 を 示 す 、 半 部 断 面 図
及 び 部 分 平 面 図 。
【 図 ６ 】 上 記 第 三 中 間 素 材 に ピ ア ス 加 工 及 び ト リ ミ ン グ 加 工 を 施 し て 第 四 中 間 素 材 と す る
工 程 を 示 す 半 部 断 面 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ を 示 す 、 中 心 軸 を 含 む 仮 想 平 面 に 関 す る 保 持 器 の 部 分 断 面 図 。
【 図 ８ 】 同 実 施 例 ３ を 示 す 、 中 心 軸 を 含 む 仮 想 平 面 に 関 す る 保 持 器 の 部 分 断 面 図 。
【 図 ９ 】 同 実 施 例 ４ を 示 す 、 中 心 軸 を 含 む 仮 想 平 面 及 び こ の 仮 想 平 面 に 直 交 す る 第 二 の 仮
想 平 面 に 関 す る 、 保 持 器 の 部 分 断 面 図 。
【 図 １ ０ 】 同 実 施 例 ５ を 示 す 、 中 心 軸 を 含 む 仮 想 平 面 及 び こ の 仮 想 平 面 に 直 交 す る 第 二 の
仮 想 平 面 に 関 す る 、 保 持 器 の 部 分 断 面 図 。
【 図 １ １ 】 同 実 施 例 ６ を 示 す 、 中 心 軸 を 含 む 仮 想 平 面 及 び こ の 仮 想 平 面 に 直 交 す る 第 二 の
仮 想 平 面 に 関 す る 、 保 持 器 の 部 分 断 面 図 。
【 図 １ ２ 】 同 実 施 例 ７ を 示 す 、 中 心 軸 を 含 む 仮 想 平 面 及 び こ の 仮 想 平 面 に 直 交 す る 第 二 の
仮 想 平 面 に 関 す る 、 保 持 器 の 部 分 断 面 図 。
【 図 １ ３ 】 従 来 か ら 知 ら れ て い る ス ラ ス ト 円 筒 こ ろ 軸 受 用 保 持 器 の 部 分 平 面 図 。
【 図 １ ４ 】 同 じ く 半 部 断 面 図 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ３ の 拡 大 Ｘ － Ｘ 断 面 図 。
【 図 １ ６ 】 従 来 の 製 造 方 法 を 工 程 順 に 示 す 断 面 図 。
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【 図 １ ７ 】 従 来 構 造 の ス ラ ス ト 円 筒 こ ろ 軸 受 用 保 持 器 を 示 す 図 １ ４ と 同 様 な 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 　 １ 、 １ ａ 、 １ ｂ 、 １ ｃ 、 １ ｄ 、 １ ｅ 、 １ ｆ 、 １ ｇ 　 保 持 器
　 　 ２ 、 ２ ａ 、 ２ ｂ 、 ２ ｃ 　 内 径 側 リ ム 部
　 　 ３ 、 ３ ａ 、 ３ ｂ 、 ３ ｃ 　 外 径 側 リ ム 部
　 　 ４ 、 ４ ａ 　 中 間 板 部
　 　 ５ 、 ５ ａ 、 ５ ｂ 　 ポ ケ ッ ト
　 　 ６ 　 　 こ ろ
　 　 ７ 、 ７ ａ 、 ７ ｂ 、 ７ ｃ 、 ７ ｄ 　 柱 部
　 　 ８ 、 ８ ａ 　 中 央 平 板 部
　 　 ９ 、 ９ ａ 　 外 径 側 平 板 部
　 １ ０ 、 １ ０ ａ 　 内 径 側 平 板 部
　 １ １ 、 １ １ ａ 、 １ １ ｂ 　 内 径 側 連 続 部
　 １ ２ 、 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ 　 外 径 側 連 続 部
　 １ ３ ａ 、 １ ３ ｂ 、 １ ３ ｃ 、 １ ３ ｄ 、 １ ３ ｅ 　 係 合 突 部
　 １ ４ 　 　 素 材
　 １ ５ 　 　 第 一 中 間 素 材
　 １ ６ 　 　 第 二 中 間 素 材
　 １ ７ 　 　 第 三 中 間 素 材
　 １ ８ 　 　 第 四 中 間 素 材
　 １ ９ 　 　 第 五 中 間 素 材
　 ２ ０ 　 　 金 属 板
　 ２ １ 、 ２ １ ａ 　 下 孔
　 ２ ２ 　 　 位 置 決 め 孔
　 ２ ３ 　 　 第 一 中 間 素 材
　 ２ ４ 、 ２ ４ ａ 　 間 部 分
　 ２ ５ 　 　 第 二 中 間 素 材
　 ２ ６ 　 　 第 三 中 間 素 材
　 ２ ７ 　 　 第 四 中 間 素 材
　 ２ ８ 　 　 凹 溝
　 ２ ９ 　 　 延 長 壁 部
　 ３ ０ 　 　 薄 肉 部
　 ３ １ 　 　 厚 肉 部
　 ３ ２ 　 　 窪 み
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】
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